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1．目的 

横浜国立大学大学院教育学研究科教育実践専攻（修士

課程）の修了予定者を対象に、本専攻のカリキュラムや

授業等に対する満足度、修了後の進路などについてアン

ケートを実施した。本報告の目的は、本専攻のカリキュ

ラム編成や授業内容の充実・改善等に役立てること、お

よびこの調査結果を開示することによって、教育学研究

科に関心をもった学部学生や現職教員などに本学大学院

の特色等について広く情報提供することである。なお、

本稿においては、平成 28 年度以降実施されてきた調査

結果を踏まえた、結果の報告および考察を行うようここ

ろがけた。なお、令和3年度は、令和2年度に引き続き

コロナ禍にともない遠隔授業が行われたため、この点に

ついての質問項目を設けている。 

 

2．方法 

2．1．対象者 

 令和3年度までは、教育学研究科教育実践専攻の在籍

学生と修了生の双方を対象に調査を実施していたが、令

和3年度は本専攻への入学者がいないため、修了予定者

のみを調査対象者とした。LimeSurveyを用いたWeb調

査を実施したところ、修了予定者 81 名から回答を得る

ことができた。 

 

2．2．調査内容 

 Web調査の調査項目は下記のとおりである。なおこの

調査項目は、前年度の調査項目（修了予定者への調査項

目）と同一のものである。 

 

①所属コース・専門領域・学籍番号・氏名 

②大学院在学中に取得した教員免許状 

③本専攻における修学への満足度 

④本専攻のカリキュラムと授業内容に対する満足度とそ

の理由 

⑤遠隔授業に対する満足度 

⑥「教育インターン」に意義があったかとその理由 

⑦修了後の進路（学校教員の場合、学校種・採用地域・

雇用形態も） 

 

3．結果 

3．1．教員免許状についての調査 

令和3年度の修了生のうち、在学中に少なくとも1つ

以上、新たに教員免許状を取得した者は53.8%（43名）

である。表 1は、平成 28年度以降の結果をまとめたも

のであるが、この「免許取得者」の推移を見ると、平成

30年度以降この傾向は大きく変化することなく、本年度

も同じような傾向が見られたことがわかる。 

本年度の具体的な内訳は以下のとおりである。 

小学校免許取得者は、「小学校専修」19%(15名)、「小

学校一種」0%(0名)、「小学校二種」5%(4名)であった。

小学校免許取得者全体では23%(19名)となる。中学校免

許取得者は、「中学校専修」41%(33名)、「中学校一種」

0%(0 名)、「中学校二種」1%(1 名)であった。中学校免

許取得者全体では、41％(34名)となる。高等学校免許取

得者は、「高等学校専修」41％(33名)、「高等学校一種」

4%(3 名)、「高等学校二種」0%(0 名)で、高等学校免許

取得者全体では44%(36名)である。また、特別支援教育

の免許取得者は、「特別支援専修」2％(2名)、「特別支

援一種」1％(1名）、「特別支援二種」0%(0名)で、全体

では4%(3名)であった。 

本年度の特徴として、全体に占める数そのものは少な

いものの二種免許状を取得する者が増えていることに着
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目しておきたい。例年、二種免許取得者の割合は0～1％

で推移していたことを鑑みると、この割合が 5％以上に

及んだことは、本年度の特徴ともいえる。 

 

表1 在学中における教員免許状の取得状況（%）1 

取得免許 H28 H29 H30 
H31/

R1 
R2 R3 

小 

2種 
5% 

0% 0% 1% 0% 5% 

1種 0% 1% 0% 0% 0% 

専修 15% 16% 17% 29% 11% 19% 

中 

2種 
5% 

0% 0% 0% 0% 1% 

1種 5% 5% 8% 8% 0% 

専修 34% 31% 47% 39% 40% 41% 

高 

2種 
9% 

0% 0% 0% 0% 0% 

1種 6% 3% 5% 8% 4% 

専修 36% 30% 46% 43% 36% 41% 

特

支 

2種 - 1% 0% 0% 0% 0% 

1種 - 1% 2% 1% 4% 1% 

専修 - 1% 3% 0% 7% 2% 

免許取得者 52% 47% 57% 57% 55% 55% 

 

3．2．授業に対する満足度 

 修了予定者の教育実践専攻における修学に対する満足

度は、「満足している」65%（52名）、「どちらかとい

えば満足している」30%（24名）、「どちらかといえば

満足していない」4%（3名）、「満足していない」1%（1

名）であった（図1）。 

 

図1 授業に対する満足度(%) 

 

 

同じく図1に示された昨年度の彼らの回答結果を見る

と、1年次生の授業に対する満足度は、「満足している」

47%（38名）、「どちらかといえば満足している」46%

（37名）、「どちらかといえば満足していない」7%（6

名）、「満足していない」0%（0名）であった(図1)。 

「満足している」「大変満足している」と回答した者の

合計はほぼ変わらないものの（1年次93%(75名)→2年

次94%(76名)）、その内訳において「満足している」と

回答する者が増加したこと（1年次47%(38名)→2年次

65%(52名)）は特筆すべきであるといえる。なお満足し

た理由としては、専門性の高い授業、履修できる授業科

目の幅広さとそれによる視野の拡張、実践的な学び、大

学教員との距離の近さ、発表・議論する機会の充実など

が挙げられている。特に、発表・議論する機会について

は、オンライン授業においても双方向的なやりとりの機

会が確保されていたことを評価する回答も複数見られた。 

 「あまり満足していない」「満足していない」と回答

する者の総数は 1年次から若干減少したものの（1年次

7%(6名)→修了時5%(4名)）、修了時に「満足していな

い」と回答する者が1%(1名)存在していた。満足してい

ない理由としては、大学へ入構できなかったことや、質

問の難しさや、集中講義に参加するための日程調整の難

しさなどが挙げられている。 

 なお、本調査では、教育実践専攻での修学全体に対す

る満足度とは別に、カリキュラムと授業内容に対する満

足度についても調査を行っている（図2）。 

 

図2 カリキュラムと授業内容に対する満足度(%) 

 

 

カリキュラムと授業内容に対する満足度は、「満足し

ている」63％(52名)、「どちらかといえば満足している」

34％(27名)、「どちらかといえば満足していない」4％(3

名)、「満足していない」0％(0名)であった。図 2では、

修学全体に対する満足度との比較を行っているが、これ
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らの満足度が類似した傾向を見せていることがわかる。

実際、修了予定者の修学に対する満足度とカリキュラム・

授業内容に対する満足度との相関係数は.616 で正の相

関が観測でき、t検定の結果、1%有意水準で有意な相関

がみられた。実践専攻の修学全体に対する満足度とカリ

キュラム・授業に対する満足度が 1％水準で有意である

ことは、平成 29 年度調査以来一貫して確認されてきて

いる。すなわち、本専攻においては、カリキュラムと授

業内容に対する満足度が、修学に対する満足度を高める

重要な要因となっている可能性が高い。 

 

3．3．「教員インターン」の意義 

一方、教育実践専攻においてもっとも特色的なカリキ

ュラムといえる「教育インターン」については、本年度

に関しては、その意義の実感度と修学全体との満足度と

の相関を見出すことができなかった。「教育インターン」

に対する満足度と、修学およびカリキュラム・授業内容

に対する満足度との相関係数を算出すると、修学に対す

る満足度との相関係数は.195、カリキュラム・授業内容

に対する満足度との相関係数は.217であり、ほとんど相

関は見られない。また t検定の結果も、有意差は確認で

きなかった。なお、平成 29年度～令和 2年度の調査に

おいては、「教育インターン」と修学全体の満足度、カ

リキュラム・授業内容に対する満足度との間に有意な相

関があることが示されている。そのため、この結果は、

令和3年度修了予定者の特徴であると考えられる。以下、

図 3 に、令和 2 年度修了生および令和 3 年度修了生に

「教育インターン」の意義について尋ねた結果を示す。 

 

図3 「教育インターン」の意義(%) 

 

 

 令和3年度修了生の回答結果を見てみると、「意義

があった」63%（50名）、「どちらかといえば意義があ

った」25%（20名）、「どちらかといえば意義はなかっ

た」6%（5名）であった。「教育インターン」は、教育

現場と大学の往還によって実践的研究を深化させること

をねらった必修科目であり、本科目へのコロナ禍の影響

は大きい。本年度の修了生の多くも、「教育インターン」

を、遠隔授業の形態で受講するなど、これまでとは異な

るかたちで経験せざるを得なかったと考えられる。それ

にもかかわらず、令和2年度修了生に比べてその数は減

少しているとはいえ、9割近く（88％）の回答者が「意

義があった」「どちらかといえば意義があった」と回答

していることは、注目に値する（図 9）。その一方で、

「教育インターン」の中で実現できた経験の内容によっ

てその意義の実感が左右されてしまい、実感の有無と、

修学全体との満足度の間に乖離が生じてしまった可能性

がある。 

 なお、令和2年度生は「教育インターン」の意義を感

じた理由として、「教育現場の現状や課題などを知るこ

とができたこと、理論と実践とを結びつけることができ

たこと、修士論文の研究に活用できたこと」などを挙げ

ていた。このうち、修士論文の研究への活用については、

令和3年度修了生の中にも意義として挙げるものが存在

していたが、それ以外の点は、コロナ禍のため経験する

ことそのものが困難であったようだ。また、令和3年度

修了生のうち、「意義はなかった」と回答していた6名

の中には、「教育インターン」での活動の中でハラスメ

ントに遭ったと回答した者が存在していた。オンライン・

コミュニケーションが中心になるなかで、オンラインな

らではのトラブルが生じやすくなるのはもちろんのこと、

そのようなトラブルが、対面時よりも不可視化されやす

かったのではないか。院生の関心に応じ、個別に学習を

進める「教育インターン」ならでは課題が、このような

かたちで現出したのであるとすれば、これについては、

今後の課題としてさらに追及していく必要があろう。  

 

3．4. 遠隔授業に対する満足度 

遠隔授業への満足度については、全面的に遠隔授業が

実施されていた1年次に比べ、わずかながら満足度の向

上が見られた（図 4）。遠隔授業について肯定的に評価

する者が5ポイント増加（68％(45名)→73％(58名)）に

増加し、そのうち「満足している」と回答する者が10ポ

62

63

33

25

6

6

0

6

0% 50% 100%

令和2年度

令和3年度

意義があった

どちらかといえば意義があった

どちらかといえば意義がなかった

意義はなかった



令和 3年度教育実践専攻（修士課程）における修学に関するアンケート結果報告               

教育デザイン研究第 14巻（2023年 1月） 54 

 

イント以上増加していた(20%(16 名)→33%(26 名))。具

体的な内訳は、「満足している」33％(26名)、「どちら

かといえば満足している」40％（32名）、「どちらかと

いえば満足していない」25％（20名）、「満足していな

い」3％（2名）であった。この数値は、令和2年度の修

了予定者と比べても向上が見られる 2。 

 

図4 遠隔授業に対する満足度(%) 

 

  

このように遠隔授業に対する満足度にも改善が見られる

一方、他の設問への回答結果には、対面授業への評価の

高さも示されている（図5・6）。 例えば、対面授業に

対する満足度（図 5）では、すべての回答者が肯定的な

回答をしており、「満足している」75％(60名)、「どち

らかといえば満足している」25％(20名)であった。対面

授業に対する設問では否定的な回答が見られなかったこ

とから、遠隔授業に対して満足を得られない者であって

も、対面授業に対しては一定の満足感を得ていたことが

わかる。 

 

図5 対面授業に対する満足度 

 

 

「対面授業と遠隔授業のいずれに満足できたか」とい

う設問への回答においても、対面授業の満足度の高さが

示されている（図6）。 

 回答の内訳は「対面授業の方が満足できた」59％(47

名)、「遠隔授業の方が満足できた」4％(3名)、「対面授

業と遠隔授業の間に満足度の違いはなかった」34％(27

名)、「その他」4％(3名)である。3名のみとはいえ「遠

隔授業の方が満足できた」と回答している者もいるが、

半数以上の修了生が「対面授業の方が満足できた」と回

答していることがわかる。なお、本調査結果からは、3人

に1人の割合で「対面授業と遠隔授業の間に満足度の違

いはなかった」と回答している修了生が存在することも

示されている。 

 

図6 対面授業と遠隔授業の満足度の比較 

 

 

4．卒業後の進路 

 回答者のうち在職者を除く 60 名の修了生の卒業後の

進路の内訳を図7に示すとともに、修了生の進路のうち、

教育に関連した職業に就いたものの推移を図 8 に示す。

なお図8では、修了後の進路として「学校の教員」およ

び「教育関連の企業（塾、予備校など）」と回答した者

の割合が、平成 28 年度以降どのように推移してきたの

かを示した。 

図8を見てみると、修了生のうち「学校の教員」に就

職する者が、令和元年度以降30％代で推移しており、本

年度もその傾向を踏襲していることがわかる。一方、「教

育関連の企業（塾、予備校）」に就職する者の数が、平
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成 28 年度より徐々に増加し続けており、本年度はつい

にその割合が1割を超えた。教育関連企業への就職を行

おうとする者は、今後も増加するであろうことが予想さ

れる。 

図 7 修了予定者の進路 

 

 

図8 「学校教員」「教育関連の企業」就職者の推移(%) 

 

 

5．まとめと考察 

 以上、平成 28 年度以降に報告されてきた調査結果も

踏まえつつ、令和3年度修了予定者の修学に関するアン

ケート結果を報告した。 

在学中の教員免許状取得については、平修了予定者の

約半数が専修免許状を取得しており、そのうち、中学・

高校での専修免許状取得が約4割と多かった。このよう

な傾向は、平成 28 年度以降と同様であるが、小学校専

修免許取得者が2割程度存在していたこと、その数は少

ないが二種免許状の取得者が存在していたことは本年度

の特筆すべき傾向であるといえよう。これまでの調査報

告では、本専攻に入学する者の多くが「教員免許状や専

修免許状等の資格の取得」を目指していることが報告さ

れてきたが、本年度においても本専攻がそのような入学

者の目的達成に貢献していたこと、さらにそれを通じて、

本専攻設置の意義ともかかわる「教職の高度化」という

役割を果たしていることを確認することができた。 

 本専攻での全体的な修学経験、および、授業・カリ

キュラムについては、修了予定者の95%が満足感を表明

していた。コロナ禍で遠隔での授業の受講を余儀なくさ

れるなか、9 割以上の学生が本専攻での修学に満足感を

覚えていたことは、肯定的に評価すべきであるといえる。

さらにいえば、今後、「教職の高度化」に向け、現職教

員が働きながら修学できる仕組みを検討する上でも、コ

ロナ禍での遠隔授業から得られた知見を検証していくこ

とが必要となるであろう。 

 現職の教員を除く修了予定生の進路については、38%

が「学校の教員」であった。平成28年度以降の傾向を見

てみると、令和元年度に「学校の教員」に就職する者が

30％代に落ち込んで以来、その傾向が続いていることが

わかる。一方、「教育関連の企業」に就職する者が徐々

に増加し続けており、本年度に至っては、その割合が 1

割を超えた。 

 

6．結論と今後の課題 

 平成 28 年度以降の調査結果を踏まえて結果を報告・

考察することで、本専攻が一貫して、学生たちの高い満

足度と結びつくような学修機会を提供してきたことが確

認できた。新型コロナウイルス感染拡大の影響により、

令和2年度には全面的に遠隔授業の実施が余儀なくされ

るなど、十分な学修機会の提供が難しい状況があったが、

それにも9割以上の受講生たちが高い満足感を表明して

いた。コロナ禍での厳しい状況にあっても、学生は教職

に関わる高い専門性と実践力を身に付け、学校教育の将

来へと貢献しうる道を選択している。このことから、本

専攻は学生の期待に応え、高度な教員の養成を通して地

域の教育に貢献しているといえる。 
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